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 主 論 文 要 旨 No.5 
   
ヘロインの長期的な使用によって一層治癒の困難な依存症を抱えた患者が増加し、また警察の統
制強化と刑法改正という外的要因によって強制入院患者が急増する中で、LWL は病床拡充に活
路を見出そうとせざるをえなかったのである。こうした状況が、断薬に代わるメサドン置換療法
の導入をLWLも 1980 年代後半から模索し始める事実といかなる関連を持つのか。まもなく公
開される一次史料をもって、今後解明してゆかねばならない課題となろう。 
 
